
　

財
政
見
通
し

　
　
　

財
政
平
準
化
の
取
り
組
み

は
。

　
　
　
　
　
　

今
後
、
大
規
模
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
複
数
進
ん
で
い
く

た
め
、
中
長
期
的
な
財
政
の
見
通

し
を
踏
ま
え
、
優
先
度
な
ど
も
考

え
な
が
ら
安
定
し
た
財
政
運
営
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
は
企
業
誘
致
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

企
業
の
意
向
も
あ

る
が
、
幅
広
い
観
点
か
ら
誘
致
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

都
市
計
画
事
業
費

　
　
　

総
額
が
10
年
前
と
比
較
し

て
３
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　
　

今
後
、
田
辺
公
園

の
拡
張
、
大
住
草
内
線
の
整
備
等

の
事
業
が
控
え
て
い
る
た
め
、
事

業
費
も
増
加
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　

北
陸
新
幹
線
整
備
促
進
事
業

　
　
　

事
業
の
内
容
や
ね
ら
い
は
。

　
　
　
　
　
　

田
辺
高
等
学
校
の

北
陸
新
幹
線
ミ
ニ
鉄
道
の
支
援
、

産
業
祭
へ
の
車
両
運
搬
、
バ
ッ
テ

リ
ー
等
購
入
の
補
助
を
実
施
。
現

時
点
で
は
場
所
が
定
ま
っ
て
い
な

い
が
、
駅
位
置
が
は
っ
き
り
す
れ

ば
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し

た
い
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　
　
　

審
議
会
等
の
女
性
委
員
の

割
合
が
少
な
い
。
防
災
や
公
共
交

通
に
女
性
の
視
点
が
必
要
。
市
の

考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
状
女

性
委
員
が
少
な
い
の
で
、
女
性
登

用
の
指
針
を
作
成
し
、
全
体
的
に

女
性
委
員
を
増
や
す
よ
う
に
進
め

て
い
る
。
宛
て
職
だ
と
男
性
が
多

い
た
め
、
宛
て
職
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

幅
広
く
委
員
を
選
ぶ
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
。

　

広
報
広
聴
事
業

　
　
　

市
民
み
ら
い
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
区
・
自
治
会
ご
と
の
ブ
ロ
ッ

ク
分
け
を
し
て
い
る
が
、
共
通
し

て
い
る
問
題
は
、
な
り
手
不
足
で

あ
る
。
市
は
ど
の
よ
う
に
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度

か
ら
自
治
振
興
費
に
運
営
強
化
額
、

連
携
推
進
費
を
設
け
、
組
織
の
強

化
を
支
援
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
各
区
・

自
治
会
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
加

入
促
進
チ
ラ
シ
を
区
・
自
治
会
と

共
同
で
作
成
し
て
い
る
。

　

水
道
事
業
会
計

　
　
　

近
年
、
府
営
水
の
受
水
量

が
増
加
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
府
営

水
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
き
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

同
志
社
山
手
の

人
口
増
加
や
井
戸
の
老
朽
化
、
自

己
水
の
水
量
の
減
少
等
に
よ
り
、

そ
の
分
を
府
営
水
で
補
っ
て
い
る

た
め
。

　

不
法
投
棄
等
監
視
強
化
事
業

　
　
　

監
視
カ
メ
ラ
や
人
感
セ
ン

サ
ー
等
の
監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
基
準
等
は
。

　
　
　
　
　
　

過
去
頻
繁
に
不
法

投
棄
が
行
わ
れ
た
場
所
等
に
設
置
。

音
声
認
識
の
人
感
セ
ン
サ
ー
に
つ

い
て
は
機
能
上
、
山
奥
の
人
気
の

な
い
と
こ
ろ
に
２
カ
所
設
置
し
て

い
る
。

　

情
報
教
育
推
進
費

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ

る
が
、
パ
ソ
コ
ン
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
使
い
分
け
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
の
機
能
が
必
要
と
な
る
も

の
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
教
室
に

配
置
す
る
た
め
、
普
通
の
授
業
の

中
で
調
べ
物
や
学
習
に
活
用
す
る

な
ど
、
性
質
を
分
け
て
有
効
活
用

し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　

消
費
税
増
税
の
影
響
で
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
影
響

は
出
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

低
所
得
者
に

は
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
消
費
税
増

税
の
影
響
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
控
え
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

地
域
公
共
交
通
事
業

　
　
　

市
内
バ
ス
路
線
５
路
線
に

負
担
金
を
支
払
い
、
ま
た
公
共
交

通
活
性
化
に
向
け
た
啓
発
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
前
年

度
に
比
べ
て
ど
の
程
度
利
用
者
数

は
増
え
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

元
年
度
は
京

阪
バ
ス
と
奈
良
交
通
の
２
つ
の
事

業
者
合
計
で
約
11
万
３
０
０
０
人

の
方
に
利
用
い
た
だ
い
た
。
対
前

年
比
で
み
る
と
１
万
２
０
０
０
人

の
減
少
。
こ
れ
は
、
２
年
２
月
以

降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
、
特
に
３
月
は
緊
急

事
態
宣
言
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請

の
影
響
だ
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　

バ
ス
交
通
等
検
証
委
員
会

が
解
散
し
、
新
た
な
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の

 

 

 
  

 

 
   

 
     

用
語
の 

解
説 

本
市
の
公
共
交
通
は
、
バ
ス
交
通

等
検
証
委
員
会
に
お
い
て
市
内
バ

ス
路
線
へ
の
負
担
金
の
検
証
を
大

き
な
柱
に
取
組
ん
で
き
た
。
今
後

は
、
バ
ス
だ
け
で
な
く
鉄
道
や
タ

ク
シ
ー
な
ど
、
幅
広
く
公
共
交
通

を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
を
も
っ
て
、
発
展
的
な
組
織

と
し
て
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
を
立
ち
上
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
た
。
元
年
度
は
バ
ス
交
通
等

検
証
委
員
会
を
２
回
開
催
し
、
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
へ
の

移
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

た
。

　

田
辺
公
園
拡
張
整
備
事
業

　
　
　

検
討
委
員
会
に
お
け
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
何
回
開
催
さ
れ

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
４
回
開
催
。
ま
た
、

田
辺
公
園
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い

の
か
と
い
う
意
見
か
ら
、
４
つ
の

エ
リ
ア
に
分
け
、
ど
う
い
う
配
置

で
あ
れ
ば
い
い
か
な
ど
を
検
討
し
、

そ
の
と
り
ま
と
め
結
果
を
基
に
、

基
本
設
計
に
着
手
し
た
。

　

空
家
等
対
策
事
業

　
　
　

ソ
リ
デ
ー
ル
事
業
に
関
す

る
説
明
会
と
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
の
ソ

リ
デ
ー
ル
事
業
の
認
知
度
は
約
３

割
で
あ
っ
た
が
、
６
割
が
事
業
実

施
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
志
社
大
学
・
同
志
社

女
子
大
学
の
協
力
で
若
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
っ
た
。
学
生
の
認
知

度
も
低
か
っ
た
が
、
９
割
が
事
業

実
施
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

　

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
元
年
12

月
に
開
催
し
た
。

　

当
事
業
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
、
２
年
度
は
事

業
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
、
３
年
度
の
事

業
実
施
に
向
け
取
組
む
。
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主
な
予
算
で
あ
る
�
一
般
会
計
�
の
収
支
内
訳 

問問

問

問

問

問問

問

問

問

問

問

問

問 財
政
課
長

財
政
課
長

市
民
参
画
課
長

人
権
啓
発
推
進
課
長

財
政
課
長

財
政
課
長

環
境
課
長

教
育
部
長

介
護
保
険
課
長

計
画
交
通
課
長

開
発
指
導
課
長

計
画
交
通
課
長

緑
の
ま
ち
づ
く
り
室
長

　

決
算
特
別
委
員
会
（
青
木
綱
次
郎
委
員
長
、榎
本
昂
輔
副
委
員
長
、上
田
毅
、

片
岡
勉
、
河
田
美
穂
、
菊
川
和
滋
、
田
原
延
行
、
橋
本
善
之
、
吉
高
裕
佳

子
の
各
委
員
で
計
９
名
）
は
10
月
14
日
、
19
日
、
21
日
、
23
日
、
30
日
、

11
月
12
日
の
６
日
間
に
か
け
て
委
員
会
を
開
催
し
、
９
月
定
例
会
で
付
託

さ
れ
た
令
和
元
年
度
一
般
会
計
な
ど
９
件
の
決
算
認
定
案
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
部
局
別
に
行
い
、
10
月
30
日
に
は
６
会
派
に
よ
る
総
括
審
査
を

行
っ
た
後
、
決
算
認
定
案
を
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

上
水
道
課
長

企
業
誘
致
の
可
能
性
は
？

審
議
会
等
の

女
性
委
員
比
率
は
？

バ
ス
路
線
以
外
の

公
共
交
通
は
？

区
・
自
治
会
運
営
は
？

2021年(令和3年) 2月1日＜ 3 ＞




